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蟷蟷螂螂のの斧斧

第第二二部部

トークライヴ２００１
第七回

団 士郎
仕事場Ｄ･Ａ･Ｎ／立命館大学大学院

よろしくない現象だ。書き下ろし原稿に気が入らない。特に新規に始めようとした「続・家族理解入門」の動機が高まらな

い。一方で回顧記述は活性する。老化だろうか。しかし、昔話がしたいわけではない。今のことを語りたい。でも今だけの

情報を語るような上っ面話はしたくない。

昨今の世の出来事が、今初めて起きたことであることは少ない。大半はこれまでにあったことであり、未来にもきっと繰

り返されることである。人間の営みとはそういうものだ。だから、日付のある昔を取り上げて、それと今日を重ねて考えて

みたい。

何となく昔は良かったなんて話は信用しない。自分の人生(つまり過去)を美化していたいのは、年取った人間の常だろ

う。忘れてしまいたいことや、忘れてしまったことも沢山あって、語らずにいる内になかった事のように感じられる。そうや

って穏やかな記憶に包まれた老後を迎えるのが、御身安全の加齢スタンダード、なんて流れにのりたくもない。

戦争に行った私の父は、野戦病院で麻酔なしで痔の手術をされた話を何度もした。敗戦後、帰国になるまでの間も食料

調達はしなければならなかった中国中央部の街での、情けなかった話をおもしろおかしく語るのが好きだった。しかし、戦

闘の話はしなかった。聞かなかったからなのか、私が聞けなかったのか、前線には出て行かなかったのか曖昧なまま

だ。

私の時代、徴兵されるような戦争はなかったが、それでもなにかはあった。それなりに頑張ってきた世代であることも否

定される理由はない。でも、この期に及んで、自分の老後(今だってもう十分老後だよ！)不安ばかり語っているようだと、

自己中のうんざり世代として一括りにされても仕方ないが、それは本意ではない。簡単に一括りになんかしてはいけな

い。何事もディテールだ。だからこんな記述形式に拘るのかもしれない。今回、書いていてそう思った。

赤字が2001年9月の日誌

(今から１５年前。私は５４歳だった。)

09/03 イスタンブールからの帰路機中。「ブリジッドジ

ョーンズの日記」（字幕あり）、「恋する遺伝子」（英語の

み）をやっていたが、鑑賞できる態勢にない。朝１０時

過ぎに関西空港到着。はるかで帰宅。

専門学校の夏休みで帰省していたこと葉(娘)は、一

人で無事留守番をしていた。今日、東京に戻るらしい。

入れ違いである。

こんな風に書いていた一週間後、９．１１が起きるこ

となど夢にも思っていない。私達の未来は、いつもこ

んな風に直前までなにも知らせてはくれない。
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仕事場に１０日ぶりに出る。メールの整理や旅行中

に書いた原稿をパソコンに落とす。夕刻、幼なじみのＡ

くんから電話。京都に来ているというので、久しぶりに

あう。大手Ｎ社では出世頭の彼もリストラに怯えるとい

う。役員寸前で年収１２００万円の会社員。五十歳を過

ぎて、サラリーマンはこの時代辛いモノだと思う。せい

ぜい自衛を。

こう書いたが、Ａくんはこの後、鬱で五十代の中・後

期をほぼ埋められてしまう。そのまま定年退職し、地

域の住民(高齢者のヒーロー)として、役割を得て復活

するのはずっと後のことである。この段階で何か、私

に気づいてやれることがあったかもと思ってもみる

が、思いつかない。長い音信不通の後、回復期に再会

し、今後の話が出来たのは良かったと思うが、中学時

代から知る彼の華々しい人生を考えると、この時期の

持つ意味を考えざるを得ない。人は一色で自分の人

生を塗りつぶすことはできないのだろう。そして、この

時間が彼に何をもたらしたかも、簡単には決められな

い。人間万事塞翁が馬は誰の身の上にも起きる。

09/04 昼過ぎ、ニ時近くなって出勤。何となく雑用をし

ているうちに時が経つ。時差ボケとも思わないが、旅

疲れ。「ヒトクセある心理臨床家の作り方」(金剛出版)

の原稿の修正と加筆。

川畑隆君達が編集していた「児相の心理臨床」という

自主制作雑誌に連載していた文章を、出版しましょうと

声をかけてくれたのが金剛出版にいた石井みゆきさ

ん。

本が出たのは２００２年１０月だから、まだ随分先の

話だ。この頃に、私の研修自分史を本にして、巻頭に

カラーヒトコマ心理漫画ギャラリーまで付けてくれた編

集者に感謝である。今の出版状況ではとても出せない

だろう。

09/05 旅疲れから、出勤が昼過ぎになってしまう。途

上で、「木陰の物語」第十九話思いつき、ササッと仕上

がってしまう。「ヒトクセ」のほうの家族療法の章、何度

も読み直しておおかた完成。

躁状態のＨ君が企画したＨ市のプランは、案の定ダ

ウンした。Ｎ市のＭさんの企画と共に、今月は二つキ

ャンセルになった。ヤナ感じもするが、この空いた時間

に勉強しておこうかなんて。

家裁の７日のケースも取り下げになったとか。新件

を頼まれかけたが断る。社会勉強の視点からは、調停

の仕事も受けておくのがいいのだが、家裁の対応に

少々うんざり気味なので。

家裁・調停委員仕事の文化と、自分のベースにある

家族心理臨床文化とのギャップを常に感じていた。自

分が役に立っていないとは思わないが、お役に立って

も余り達成感がない。利用者・来談者があまり信頼で

きない。

現実なのだろうが、人間の悪くて弱くてずるい部分

を引き出しやすい機関機能に違和感が拭えなかった。

法とはそういうものなのか？

夕刻、Ｆ井君がＳＶにくる。就職活動は難しいようで

ある。良い奴なのだが、人柄で採ってくれるほど世の

中にゆとりがないのか。ケース進展は例によって未熟

さと自信のなさが重なって結果を出せない悪循環であ

る。

職業選択にそれぞれの人柄が作用しないはずがな

い。何を目指すかは、何になる能力が高いかよりも、

その人個人の持つ欲望によるところが大きい。

ところが、どういう仕事が上手く出来るかと、人柄の

間にはそれ程結びつきはない。むしろ、人柄で仕事を

してしまうと、危ないのではないかとさえ思う。

そういう意味で、彼は相談の仕事は向いていなかっ

たのではないかと今振り返る。教員職に向いている人

が、カウンセラーになりたがっているのを、一時期よく
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眼にした。今はそんなことも減ったのではないかと思う

が、どうだろう。

09/06 夜更かし朝寝のサイクルに、木曜日午前の相

談室出勤が挟まると苦しい。眠い目を無理やりあけて

出勤。にもかかわらずケースなし。一方、ＫＩＳＷＥＣの

土曜日は午後二件の新ケースが入ったという。

ポータブルＤＶＤプレイヤーが中途半端な修理状況

ゆえ、再度修理に持ってゆく。全くこの夏は壊れと修理

の繰り返しだった。そう考えると、旅行中の酷い下痢

も、壊れと修復のパターンか。ドトールコーヒーで木陰

の物語の下書き。

夜更かし、朝遅めのサイクルは今に至るまで継続

中である。午前三時前まで起きていて、朝は 9 時半ま

で眠る。幸せなことに、この間にトイレなどに目覚める

ことはない。ぐっすり6時間半は我が人生において、50

歳での公務員退職以降の僥倖である。それまではず

っと、慢性の睡眠不足、そして居眠りだった。

09/07 木陰の物語の来月号分、「解けるとき」をフィニ

ッシュして発送。その後、大阪に。

ま

だ第１９話である。現在（２０１６年１月）、第１９２話を描

き上げたのだが、この時、連載１９２回なんて想像もで

きない。更に、「家族の練習問題」のタイトルで単行本

が六巻も出る事も、連載雑誌が三誌もあることも想像

すら出来ない。

未来に何が起きるかなど、想像できない日常で、そ

の時できることを重ねてきた今である事実に、あらた

めて思うことは多い。

09/08 ｋｉｓｗｅｃの面接日。朝はＳさんの１０回目。も

う１クール、今度は全家族面接にチャレンジしてみるこ

とにしたが、ストレスのかかる状況である。

午後一件目は、Ｋ市家族勉強会に来ている I さんの

紹介ケース。歳の離れた娘の非行問題。しかしこのカ

ップルには、結婚当初から凍り付いた恨みが母親にあ

ったようだ。もっとも、今こうして来談しているということ

は、それはそれという扱いも出来るようになっている

のでもあるが。しかし、長女、次女の命名について、二

十数年も経って、妻が誤解していたことを知らされる夫

も珍しいだろう。

三件目はＨ君が担当。新書「不登校の解法」を読ん

でいる人だった。男児二人の退行と粗暴、甘え、身体

病の頻発。なんだか夫の話に実態とのズレの予感。

結局、①ケース目はあまり上手くいった感がなく終

了した。現実には望んだ変化も起きていたから、投げ

出したわけでも、ドロップされたのでもない。しかし家

族心理臨床家としては、不満残しのままの終結だっ

た。

来談者の価値観に、私の我が抑えられなかったの

かなぁとも思うが、先方の意地の張り具合が、事態を

切り開いた力だったかもしれない。希な経験だった。

ＫＩＳＷＥＣの家族療法は、ドンドンと言うほどでもな

いが現在も相談を受けている場所である。決まったス

ケジュールの曜日に、受付の人がいれた予約に従っ

て相談にのる。千葉くんがセラピストをして、私はバッ

クで見ている。

来談者の目的、目標に一歩近づく道筋を探すのが

役目だと思うので、カウンセリングや家族療法に拘ら

ない。再現性や普遍性など気にもしない。その人にと

って有益ならばよい。そう考えると、来談者の前で私

は自由だ。
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先日受信したＸさんのメールが気になっているの

で、旧知のＫさんに転送する。その中味は

  『前略 、新聞記事等マスコミ絡みで、個人の発言に

ついて神経をとがらせているのですが、現場の実情を

知っていただきたく、個人的にメールを書きます。

わが県の＊＊対応は、中央児相の何人かの意見で

突然決まってしまいました。当時の所長の持論は「児

相は消防署だ」、「誤報でも現場に急行すべきである」

というものでした。

しかし、消防署はそのときだけの仕事です。なにも

かもやらなくてはならない状況にある、現場の多くの

声はきいてもらえていません。知事がマスコミに発表

してしまったから・・・・と言う理由と、今の中央児相でリ

ーダー的な存在の意見が強く、後戻りできません。

なぜ初めからこんなに無理をするのでしょう・・・、こ

の対応には、わたしのまわりは皆一様に反対している

のに。何故この対応なのか、いまだにわかりません。

金曜日の夕方の通報のケースなど、誤報と推測され

てもとにかく落ち度をあとで指摘されないようにと、調

査する間もなくとんでいきます。本末転倒ではないか

とみな思ってもどうしょうもありません。

この対応のために、どれだけの犠牲を強いられて

いるでしょうか。職員は疲れきり、仲間には休職や退

職に至った人が何人もいます。ケースにとってもかな

り無理なやりかたになっています。泣き声ひとつでも、

学校等集団で確認がとれない時には、全て訪問して，

安否確認しています。児相管内人口＊＊万人、今年

度３ヶ月で通告は１２０件をこえました。異常な状況で

このところ毎日のように緊急保護がでていて、騒然とし

ています。職員は疲れきり、勉強したり、声をあげる元

気もない状況です。本当に手をかけなくてはならない

ケースにどうしても手がまわりません。

限界を超えた、現実を考えないやりかただと思いま

す。他県では真似をしないで下さい。むしろ、批判して

いただけるとありがたいです。

県に一番して欲しいことは、市町村や調査される側

の理解と協力を求める施策です。突然の訪問は、する

側もされるほうも極度に緊張します。泣き声ひとつで

訪問される側は、踏み込まれたという意識になり、怒

るのは当然です。

ＯのＴさんがおしゃっていましたが、事前調査でセレ

クトしていく力量を持ち、本当に心配なケースに手厚く

できることが、いま求められることではないかとおもい

ます。すべてをやろうとすることはとうてい無理なこと

です。でもあれもこれも、みなちゃんとやるように言わ

れます。今は、火中の栗を拾うと怖いので、施設も関

係機関もすぐに「児相に」と、ますますなってきました。

周囲の理解のないところで、児相だけがやろうとしても

限界があります。背負いすぎていると思います。事件

があるたび、「やるべきこと」がどんどん増えて、何が

重要なことかわからなくなってしまいました。警察のよ

うだ・・とよく思います。又、反面ケースがどんどん心が

通じなくなっていて、「福祉」でやっていることの限界も

感じます。「犯罪」と位置付け、入り口できちんとした警

察の対応を行い，その後福祉が援助していくやりかた

のほうがいいのではないか・・と最近急に思うようにな

りました。当児相では「援助」のスタンスで対応困難な

事例が多いように思えるからかもしれません。ながく

なりました。すみません。

ほんの少し秋らしくなってきました。おいそがしそう

ですが、御身ご大切になさってください。                 

  ＊１５年前、児童虐待問題は既に、熱心に現場で頑

張っていた人が悲痛な声を上げていた。それから長い

時間が経ったが、私達はこの時とさほど変化は起こせ

ないまま、騒ぎだけが過剰化したと思う。

策を誤ったことは、改めなければならない。「過ちを

改たむるに、憚る事なかれ」と知りつつ、今更動かせ

ないなど、原発事故問題後の社会の言説と相似形で

はないか。

私は、この問題が迷路に突入していくプロセスで、一

貫して信用ならないと言ってきた。児童虐待が児童福

祉の中核問題であるはずがない。 （それは警察の仕

事の中心は凶悪事件の解決だ！と言っているのに近

い。そんな無茶な話があるものか）

それは今も変わらない。だが現実は、児相職員の

個人的力量の問題にすり替えられたり、もっと専門性

を等という、何にでも当てはまるようなフレーズで目く

らましを繰り返しながら、実はそう発言している人自身
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が信じていないという、最低の状況を続けている。

業界人がみんな知っていながら、まぁそれでも何と

かなるだろうと思っている内に、こんなはずではない

事態に至るのは、よく起きるパターンである。

最近あった地盤補強のくい打ち作業不正が明るみ

に出たとき、部内者はみんな、知っていたことだったか

ら、業界内に驚きが走ったりはしなかったという。驚い

たのは、「本当に建物が傾くんだ！」という点だったら

しい。

笑い話ではない。専門家業界はこのように構成され

がちなものである。だから用心が必要で、起きた事実

に則した検証が必要なのだ。

児童虐待で今、検証されなければならないのは、何

故こんなに長期に渡って、このテーマが語り続けられ

なければならないのかということである。

09/09 朝、長男に典子が旅行の話を大声でしている

のを聞きながらうつらうつら。昨日、夜中に遊がやって

来た。明後日から一週間韓国に出張だそうだ。あいつ

は二度目のソウルだが、今回は韓国に事務所開設の

計画検分のためだとか。

図書館に寄って、イスタンブール絡みの本二冊他を

借りる。仕事場に出てきてまたまた原稿校正。夜、ビデ

オを久しぶりに借りてきて観たがたいしたことがない。

「悪いことしましょ」、リメイク物のコメディだがつまらな

かった。「ダーク・エンジェル（３）ザック」はだんだんシ

リーズモノの出来になってきている。

09/10 「パイロットの妻」アニータ・シュリーヴ著・新潮

クレストブックス読了。最後になってＩＲＡが出てきてし

まうのが、唐突感いなめない。アメリカでベストセラー

になったそうだが・・・。三日ほどで３５０頁以上を読ん

だのだから面白くなかったわけではないが・・・。

ＫＢＳ京都テレビから出演依頼のＦＡＸ。日曜の夜で

空いているのでＯＫ。学校の安全という話題らしい。

Ｏくんの修士論文の下書きを読んで、感心する。良く

書けていて、良く理解できている。これが実践できれ

ばいいのだが。４時半過ぎ、大学院の同僚、中村さん

と村本さんが仕事場来訪。後期のクラスターの進め方

をうち合わせ二時間ほど。

この春から立命館大学大学院応用人間科学研究科

で働き出していた。大学院勤務は初めてだし、要領が

分からないことも多いが、中村さんが用意してくれた特

別契約教授というのは、本当に私向きのポジションだ

った。間もなく１５年を終えるが、まだしばらくは在職の

つもりだから合っていたのだろう。

夜中、ビデオ「バーティカル・リミット」、期待していな

かったせいもあるかもしれないが、なかなか面白い話

だった。かねがねヒマラヤ登山が観光化している話は

聞いていた。それでも登山家は禁欲的に生きるイメー

ジがあった。だがこのベースキャンプの描き方を観る

と、「空へ」の作家のエベレスト事件も、そうなのか・・・

とあらためて納得させられる。

15 年前のこんなところに、最近見た映画「エベレスト

３Ｄ」で扱われた商業登山のことが登場している。ジョ

ン・クラカワー著の「空へ」は、凄い本だった。そしてそ

れを映画化し、ＩＭＡＸシアターで上映にこぎ着けてい

る人々にも感動だ。

１９９６年、不幸な山岳事故は起きた。それを忠実に

再現した「エベレスト３Ｄ」は私にとって、とても印象深

い作品になった。作品としてより、この事実と背景に、

私がもった関心の深さが大きいのだが。

09/11 澁澤幸子著「イスタンブールから船に乗って」

が面白い。夕刻からぼむの集会で大阪に。その前に、

梅田シネリーヴルで「イルマーレ」を観る。韓国の不思
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議な雰囲気の恋愛映画。岩井俊二だなぁと思う。「ぼ

む」は相変わらずのオヤジ話。

終了後、Ｓに「妻を大学に通わせる」というアイデア

を話す。実現できればいいのだが、彼にそれが出来る

かどうか。システム論の理屈が分かることと、変化でき

ることのギャップがどこにもあるからな。

帰宅してＴＶを観て驚く。ＮＹ同時多発爆弾テロであ

る。映画顔負けのアイデアと実行力。シュワルツェネッ

ガーがなぜ出てこないのだと勘違いしそうな映像。

どれくらいの人が亡くなったのか。これが２１世紀の

ターニングポイントになったりしなければいいが。

実際、９．１１はその後の世界への転換点になった。

あの後、様々なことがあったが、一貫しているのは争

いへの流れだ。押さえつけていた側の力が相対化さ

れ、抑えられてきた者達のエネルギーが増大し、無秩

序に吹き出した。

民主革命的だとラベリングされた変化さえ、持続す

る安定は作り出せなかった。だからといって抑圧され

た平穏を了承するわけにもいかない。結局、世界は武

力と経済のパワーゲームの果てに疲弊しきって和平

を目指し、エネルギーが充ちると又、金と武力の世界

に逆戻りする繰り返しなのか。

クールな見方をすれば歴史上、そうではなかった時

代を形成できたことはないと言うべきなのか。

09/12 朝は相談室に予約が二件。カウンセリングに

なっているかどうかは分からないが、何かが動くように

やりとりしている。一件目は鬱病の夫を抱えた妻。二

件目は一年前、家を出されたと訴えてきた父親が、今

度は高校１年の娘の不登校だと訴えている。問題作り

の上手い、整理の下手な典型のような人。一緒に仕事

している人も大変だろう。

午後は大阪・上本町の都ホテルで、更生保護学会と

いう集まりで１５：５０から１時間十分話す。私の前は、

またまた川上範夫さん。氏を前座にするのは二度目で

ある。そのあと、ムジカのレストランで会食。講演は久

しぶりだったがキラク快調でよし！

珍しく雑誌「臨床心理学」など読んでいる。まぁまぁ

面白い。「イスタンブールからバスに乗って」読了。ま

たトルコに行きたくなった。

今、自分がある姿の実感と比べると、世の中での自

分の立ち位置について、あれこれ考えていたような気

がする。だが、それにも何処か空々しいところもあっ

て、結局何処かの内部の重要人物になったことがな

い。

権力を与えられたことがなく、個人的見解以外の表

明をあまりしたことがないなぁと振り返って、立場上の

責任を持ったことがないのだと思いあたった。

09/14-15-16 今日から三日間、原家族に焦点を当て

たＷＳ．開始。Ｍさん、Ｏさん、Ｋさん、Ｗさん、Ｎさん

の５人参加。少ないかなぁと思ったが、実際はたっぷり

の時間が有益な三日間だった。それぞれの原家族の

こと、記憶に残りそうだ。

終了後、Ｈ君の車で四条河原町まで出て、ＭＡＲＵＺ

ＥＮに。本を二冊、ご苦労さん購入である。同朋舎発行

「望遠郷シリーズ・イスタンブール」が前から感じては

いたが、手間ヒマかかった都市ガイドブックであること

をあらためて認識。これは写真と情報で埋められた一

冊とは訳が違う。都市の教科書のようである。図録が

いっぱいなことに、コストや手間のことを思って感動す

る。

ギャラをいただいた後、こうして本を買って、コーヒ

ーを飲みながらぱらぱら眺めているのはいい気分だ。

仕事場に戻ると児相研ＭＬに川崎君の一週間がアッ

プされている。本を読むひまもなく働いている彼が、ご

苦労さんで気の毒。
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ここで書いた丸善は閉店した。そして２０１５年 BAL

ビルの地下でＭＡＲＵＺＥＮは営業再開した。何だか嬉

しかった。マニアックな出版社、同朋舎もたしか倒産し

た。変わらずにあり続けるものなど何もない。そんな

時代だからこそ、有限であることは承知で、変わらず

在り続けるものを目指したい。

09/17 月曜日、敬老の日ということで両親を比良山麓

のブルーベリーの郷レストラン「紀伊国屋」へ典子の運

転で。母があまり元気なかったが、父もとても喜んでく

れて、親孝行気分になれた。

夕刻、仕事場へ。途上、「アラビアのロレンス」のＤＶ

Ｄ購入。待望の一枚で、仕上げが丁寧。なかなかいい

感じのパッケージものに仕上げられている。後は本体

が修理されてくるのを待つばかり。

もう DVD を購入することはほとんどなくなった。ブル

ーレイになったし、ｗｏｗｏｗやｆｕｌｕ、ｔｓｕｔａｙａディスカス

でカバーできる。十五年でこんなに変化してしまうの

だ。

09/18 朝日新聞の児童虐待特集記事に、少し児相

の現状に対する同情や共感の含まれた書き方を感じ

る。そういう流れにシフトし始めたのだろうか。１２時３

０分から朝日シネマで「蝶の舌」を観る。いい映画だっ

た。観ていてスムーズなこと限りなく、なぜこんなにサ

ラサラ世界に飛び込んでゆけるのか不思議な気がし

た。タイトルバックのモノクロ写真からファーストシーン

への導入といい、幕切れといい過不足ない。そして厳

しい映画でもある。母の強さが随所に感じられて家族

を思った。

今年度収益見込みを上方修正したという吉野屋の

牛丼でお昼。今までと違った年輩の客が店にいる。客

層の拡大が起きているのだろう。

メーリングリストにテロ事件のその後が見え始め

る。時代が動いたと指摘する声の多いのに不安が募

る。どうもおかしいなぁと思っているうちに、人間は変

な勇ましさで戦争に突入していったのではなかった

か。今、パキスタン政府要人は、苦渋の選択を迫られ

ている。どちらにしても市民が戦争の渦中に引きずり

込まれるのか。

映画「蝶の舌」はフランコ独裁の始まる夜明け前、家

族を護ろうとする母は、裏切りや嘘を辞さない。今がそ

んな時代ではないと、誰が言い切れるのか。夜中、ＴＶ

で映画をやっているので見ていたらなんとスペイン映

画「ベルエポック」。昼間観た映画の先生役が出演して

いる。ハリウッドに行ったペネロペ・クルスもでていて、

なかなかいい味の作品。スペインのおおらかさあふれ

る物語。

日常的に歴史や社会の教科書を読むことはない。と

ころが映画を観ていると、突然、その時代の社会背景

に引きずり込まれる。ナチ占領下のパリのレジスタン

スだったり、ワルシャワのゲットーだったり。そこにあ

る思いがけなさが、私が今いる場所のことを教えてく

れる。

09/19 午後一番は家裁で虐待親の親権変更問題。二

十八条問題とこっちの調停は関係ないのだが、大いに

重なっている。子どもの様子が変わっているし、親の

様子も変わっているが、母親の申し立てはそのままゆ

え、裁判官と協議の上、調停不成立で審判に移行とな

る。

四時に出て京阪電車で門真市へ。門真教師勉強会

第二クールの最終回。そこそこの人数で、家族造形法

を試しながらのＹ川さん提出のケース検討。さて第三

クールが実現できるものかどうか？

門真市、茨木市、八日市市(元東近江市)などでそこ

そこの期間継続開催していた勉強会は中断した。物事
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の継続は本当に難しい。続く秘訣、続かない理由、そ

ういう事にも関心がある。

09/20 木曜日、朝は相談室二件。新ケースは職場の

人間関係。専門職の悩みというのはどのジャンルも類

似している。午後、いつものhandsにカットに行く。京都

の名門フランス料理店「万養軒」が閉店になったと聞い

て驚く。時代の波は変化しないことを許さない。

寺町のパソコンショップへ。決心して店員の薦めで

東芝リブレットを購入。これで使えるようになるのかど

うか・・・。借りていたビデオ「シャフト」は以前に観たも

のだった。気づかないで又借りてしまった。悔しい老化

現象。でも、見始めてすぐ分かったのではあるけれ

ど。

東芝リブレットのこと、ほとんど記憶になかった。「シ

ャフト」など全く心当たりもない。「万養軒」は子どもの

頃、京都の親戚の法事の後に何度か行ったことのあ

る老舗高級店だ。

ここぞとばかり大ぶりのエビフライを頼むのだが、た

いてい帰路のカーブの多い京津線車内で吐いた。

記憶にあるもの、ないものの区別を見ると、老化は

否めない。

09/21 朝一番、携帯電話に沖縄からの講演依頼。Ｓさ

んと大学教員の三人トークになるらしい。とんぼ返りの

日程になるが引き受ける。

典子の眼鏡を作りに新京極の眼鏡研究社に。作っ

てもらっている間に、昨日頼んであったノートパソコン

の受け取りに。その後、Ｌａ・ｍａｓａで一緒に昼食。仕

事場に来てトーク２００１用の月刊通信を作成。

用紙を折ってカットして、トルコ土産の栞を挟む。京

都市内で子育て支援事業を展開しているところから、

講師依頼。連続講座というので考えてみることにす

る。

絶好調に活動中の頃である。求められることがあれ

ば動いている。まぁできる間だからね。最近は新規の

お座敷がとんとなくなった。継続プログラムで日程の

大半が埋まってしまうせいもあるが、社会資源の人材

として、もう新鮮味もないから。でも一方で、本人は飽

きてしまった頃から売れるって話もあって。こういうこと

はわからない。

Ｌａ ｍａｓａは寺町二条のビルの奥まったところ、一

階にあるスペイン料理店(仕事場ＤＡＮと背中合わせの

ビル)。開店時からランチに足繁く通っていた。今では

近隣に他にも三店舗ある店に発展。スタート時点から

見ていて、ずっと利用している常連店だ。写真はそこ

のイカスミのパエリア（私がこの食べ物と馴染みになっ

たのは、30 年以上前のスペイン旅行の時。そこでは、

パエージャと言っていた。だからパエリヤは何とも語

感が悪い。それはセビリヤではなく、現地ではセビー

ジャというのと同じ）。

夕刻からのトーク２００１は快調な話になったと思う。

第二部の話が思ったより短くなったのが誤算。前半の

言い残し話をして、９時まで。

深夜に反省もこめて寝床でテープを聴いてみたが、

あっという間に一時間たった。自分のことだからそうな

のかもしれないが、聞いてくれる人にも、あっという間

の一時間であればいいと思う。オープニングで「遠い

雷鳴」の話をした。どこまでピントがあっていたかはわ

からないが、そんな気分の今日この頃だ。

月に一度の講演会（トークライヴ）を自主開催した目

的の一つに、落語家さんの継続自主公演のイメージ

があった。依頼される講演ばかり引き受けていると、

同じ話をして欲しいという流れが出来やすい。要望が

あるし、準備も簡単だし、話すほどにこなれてくるから

良いのだが、自分がマンネリする。

新しいテーマの話は手間がかかって、達成感、成功

率は落ちる。しかし毎月、継続して自主講演会を企画

すると、否応なしに新ネタで登壇しなければならなくな
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る。ここに生じるノルマ感が自分を鍛えるだろうと思っ

たのだ。

09/22 昨夜眠り損ねたので、結局午前１１時に起床。

雑誌数冊を購入して仕事場に。昨日受け取ってきたノ

ートパソコン、Libretto を起動し始める。基本的なセット

アップは有料で頼んでおいたので、持ち帰って古い一

太郎７のソフトをインストール。とりあえず動き始める

が、一太郎１０をまたインストールせねば。日曜日だと

思うとなんだか効率の悪い過ごし方をしてしまう。金剛

の原稿を郵送。

明日からの産業社会学部での新しい授業「人間コミ

ュニケーション論・実習」のプランを練る。夕方、眠くて

二時間昼寝。リズムが乱れている。そのため夜は午前

三時半過ぎまで起きていた。

そうか、２００１年のこの時から「人間コミュニケーショ

ン論」の授業は始めたのか。今年で１５年にもなってい

たのか。この時始めた基本コンセプトのまま、１５年が

過ぎた。そしてますます、この形の必要性、必然性が

高まっているように思う。同時に、個々にコミュニケー

ション上の課題を抱えた人が多い印象の時代になって

きている。特に男子が目につくのだが、それは受講生

の男女比率からも言えそうな気がする。スタートした

2001 年、受講はほとんどが女子学生だった印象があ

る。男子学生が皆無と言うことはなかったが二割未満

だった。それが 15 年目の今年、徐々に変化していた

受講生の男女比率が逆転した。今、4 対 6 で男子が多

い。

09/23 日曜日、アフガニスタンへの対応で田原総一

郎番組は騒いでいる。辻本清美一人が女性であり、平

和論者として孤軍奮闘している。勇ましい人が闊歩し

始める度に、山田太一のドラマを思う。勇ましい人がも

てる時代はいい時代ではない。

そして、トルコの軍事博物館でみたように、軍服は

その時代に一番豪華にあつらえられていることを思

う。男は軍服のようなかっこいい制服が好きなのだろ

う。

直ぐに異変が起きたわけではない。しかしあの頃の

日本社会において、軍隊のこと、徴兵の事等を口走れ

ば、次の選挙では間違いなく落選しただろう。

いま、そうではない空気が蔓延している。その分、

心情左翼的言説は抑圧される。右傾化と言われること

が起きていると思う。それは決して政治家がそうなの

ではなく、国民の作りだす空気の反映だ。

夜は「学校の安全」というテーマでＫＢＳ京都テレビ

の番組に出る。発言について思案中である。ノートワ

ープロを使い始めると、移動中の記述量が増える。

＊自分の安全は自分で守る。

＊予防にまず必要なのは個々人の想像力。

＊多くのものは、ミスや被害をゼロにはできない。

＊コストが必ず関係してくるから、対策費は議論になっ

てしまう。

＊過保護は途中でやめられない。いまさら・・・

＊景気や世論に左右されないのは、個人の自己防

衛。

2001 年9 月の日誌は何故かここで途切れている。理

由に全く覚えがない。ただ、この時のＴＶ出演は全く愉

快じゃないものだった。

登場した他の人たちの話の中身も態度も、うんざり

するような時代迎合で、文字通りのマスコミ文化人。愚

にもつかない持論の展開に、押し黙って過ごしてい

た。しかしＴＶだからその姿は映っていて後日、「団さ

ん、不機嫌そうに座ってましたねー」と何人もの人に言

われた。黙っていたらいいか・・・と思ったのは間違い

だった。


